
 

 

 

        

N O ． 8 1 号 

平成２４年  2 月  1 日 

 

平成23年におけるﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等の海難発生状況（速報値） 
 

第十管区海上保安本部管内の平成２３年におけるﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ及び遊漁船の海難発生状況

は次のとおりです。 

 

  ○プレジャーボート及び遊漁船の海難船舶数は、６５隻（昨年は７９隻） 

  ○海難種類別では、機関故障、衝突、乗揚、運航阻害が多く発生 

  ○プレジャーボートの船舶海難に伴う死者・行方不明者２名 

 

 

プレジャーボート及び遊漁船による船舶海難は６５隻発生しており、内訳は、機関故障１

５隻、衝突１１隻、運航阻害１１隻、乗揚１０隻等となっており、昨年と比較して、１４隻

減少しています。 

海難原因は、見張り不十分や船体機器整備不良など運航上の不注意が約６割を占めている

ことから、海難を未然に防止するため、十分な見張りを実施し、遊漁中であっても、「相手

船が避けるだろう」と思わず、余裕のある時期に避航する必要があります。 

また、バッテリー過放電、燃料欠乏などによる運航阻害や機関故障を防ぐためにも日頃の

メンテナンスや発航前点検を確実に行いましょう。 

 

 

 

海 上 保 安 庁 

第 十 管 区 海 上 保 安 本 部 

マリンレジャー安全推進室  

※運航阻害とは、バッテリー

過放電、燃料欠乏、ろ・かい

喪失及び無人漂流のことで

す。 
 

６5 隻 

 



 

 
内容や「マリレ用海洋速報」についてご意見・ご要望等ございましたら、第十管区海上保安
本部警備救難部救難課（マリンレジャー安全推進室事務局）まで、ご連絡お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


